
島内全域、春らんまん
　「第９回夢追い長島花フェスタ」が３月 23 日、開幕し
ました。「サンセットの丘」や「ぐるっと一周フラワーロー
ド」などを中心に咲き誇る花ばなが来場者に春の息吹を感
じさせます（関連記事＝ P ２、３）



開幕を祝うテープカット

「陶芸教室」では、オリジナルの一品を制作

「植栽体験会」で思い思いに花を寄せる親子

「第９回夢追い長島花フェスタ」開幕

花ばなが春の
　　　訪れを告げる

↓
会
場
内
や
沿
道
に
咲
き
誇
る
花
ば
な

　

長
島
に
春
を
告
げ
る
「
第
９
回
夢
追

い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
３
月
23
日

開
幕
し
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
」
や
「
ぐ
る
っ

と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
を
会
場

に
、
お
よ
そ
１
０
０
種
30
万
本
の
花

ば
な
が
訪
れ
た
来
場
者
を
魅
了
し
て

い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
開
幕
日
。
サ
ン

セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
午
前
９
時

か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
垂
門
和
志
長
島
花
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
副
会
長
が
「
ス
タ
ッ

フ
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
明
る
く
、
楽

し
く
花
の
植
栽
を
し
て
き
ま
し
た
。

長
島
に
来
て
く
れ
た
か
た
が
素
敵
な

春
の
１
日
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
願
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
、
川
添
健
町
長
や

同
フ
ェ
ス
タ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
は

な
ち
ゃ
ん
」
ら
が
参
加
し
、
華
や
か

に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、
30

日
に
「
植
栽
体
験
会
」、31
日
に
「
陶

芸
教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
両
イ

ベ
ン
ト
と
も
、
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ

い
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

阿
久
根
市
か
ら
参
加
し
た
若
松
夢

月
君
は
「
花
フ
ェ
ス
タ
は
２
回
目
。

今
日
も
お
花
が
た
く
さ
ん
で
き
れ
い

だ
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
準
備
さ
れ

て
い
る
同
フ
ェ
ス
タ
は
５
月
６
日
ま

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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■
衛
生
費

　

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃

　

棄
物
処
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

　

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港

　

湾
、
公
営
住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

　

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被

　

害
軽
減
な
ど
の
経
費

■
教
育
費

　

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、

　

社
会
教
育
な
ど
の
経
費

■
公
債
費

　

事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ

　

た
お
金
の
償
還
金

　

性
質
別
（
グ
ラ
フ
３
）

■
人
件
費

　

町
職
員
の
給
与
や
退
職
金
、
議

　

員
や
委
員
の
報
酬
な
ど
の
経
費

■
扶
助
費

　

児
童
・
高
齢
者
・
生
活
困
窮
者

　

な
ど
を
援
助
す
る
た
め
の
経
費

■
補
助
費
等

　

各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金
や

　

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な

　

ど
の
経
費

■
繰
出
金

　

他
会
計
に
支
出
す
る
経
費

■
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
港
湾
、
公

　

営
住
宅
等
の
建
設
事
業
に
要
す

　

る
経
費

■
歳
入
（
グ
ラ
フ
１
）

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

　

体
な
ど
の
収
入

■
地
方
交
付
税

　

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金

　

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら

　

交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町

　

民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

　

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越

　

し
た
お
金

■
繰
入
金

　

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ

　

た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

　

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か

　

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金

■
町
債

　

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
歳
出
（
グ
ラ
フ
２
・
３
）

　

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治

　

体
な
ど
の
支
出

　

目
的
別
（
グ
ラ
フ
２
）

■
総
務
費

　

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調

　

整
事
務
、
財
政
事
務
、
選
挙
事

　

務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

　

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老

　

人
福
祉
、
児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

行
政
用
語
の
解
説

歳　

出
（
目
的
別
）

　

歳
出
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構
成

比
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
、
民
生

費
25
・
８
％
、
公
債
費
14
・
８
％
、

総
務
費
13
・
９
％
、
土
木
費
12
・
８
％

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　

出
（
性
質
別
）

　

歳
出
（
性
質
別
）
に
お
け
る
主
な
項
目
の
構

成
比
は
グ
ラ
フ
３
の
と
お
り
で
、
普
通
建
設
事

業
費
19
・
０
％
、
補
助
費
等
16
・
４
％
、
扶
助

費
14
・
９
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　

入

　

構
成
比
は
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が

18
・
１
％
、
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど

の
依
存
財
源
が
81
・
９
％
と
な
り
、
自

主
財
源
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
28
日

ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

（
１
０
８
億
５
４
６
０
万
６
千
円
）
や
特
別
会
計
予
算
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
長
島
町
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
議
案
41
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
委
員
に
兒
島
宏
允
氏
を
再
任
、
農
業
委
員

会
委
員
15
人
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

歳入合計
10,854,606 千円

町税 7.7％
830,678 千円

地方交付税 42.0％
4,560,343 千円

町債 17.9％
1,937,900 千円

国庫支出金 12.7％
1,379,225 千円

県支出金 7.0％
759,203 千円

自主財源 18.1％
1,965,775 千円

依存財源 81.9％
8,888,831 千円

分担金及び負担金 1.3％
137,358 千円
使用料及び手数料 0.4％

49,710 千円
財産収入 0.3％

37,057 千円

その他 8.4％
910,972 千円

地方消費税交付金 1.5％
167,665 千円

地方譲与税 0.6％
62,006 千円

その他 0.2％
22,489 千円

グラフ１

予備費 0.3％
30,000 千円

歳出合計（目的別）
10,854,606 千円

民生費 25.8％
2,799,958 千円

土木費 12.8％
1,395,244 千円

公債費 14.8％
1,601,779 千円

総務費 13.9％
1,511,428 千円

農林水産業費 9.2％
997,909 千円

教育費 9.8％
1,068,825 千円

衛生費 8.3％
904,484 千円

消防費 3.0％
320,970 千円

商工費 1.1％
120,264 千円

議会費 1.0％
103,745 千円

グラフ２

歳出合計（性質別）
10,854,606 千円

人件費 12.9％
1,403,370 千円

物件費 12.5％
1,357,679 千円

扶助費 14.9％
1,613,358 千円

補助費等 16.4％
1,783,793 千円

普通建設事業費 19.0％
2,063,427 千円

公債費 14.8％
1,601,779 千円

繰出金 7.3％
793,833 千円

維持補修費 0.7％
76,197 千円

積立金 1.2％
131,170 千円

予備費 0.3％
30,000 千円

グラフ３

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

税
金
の
使
い
み
ち
を
公
表
し
ま
す

一
般
会
計
予
算

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

は
１
０
８
億
５
４
６
０
万
６
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
当
初
予
算
は
骨
格

予
算
で
あ
っ
た
た
め
、
６
月
の

補
正
予
算
と
比
較
す
る
と
約
９
・
２

㌫
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
は
、
小
中
学
校
空

調
設
備
設
置
事
業
や
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
情
報
基
盤
整
備
事
業

な
ど
で
す
。

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

106.1 億円

98.3 億円 99.6 億円

119.5 億円

108.5 億円

●一般会計の当初予算額の推移

100 億円

※平成 30 年度は骨格予算であったため、
６月の補正予算後の数値としています。
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生活保護の支給 100,368 
独居老人等宅の樹木伐採（社会福祉協議会） 1,414 
風の杜こども園施設整備補助金 214,777 
放課後児童健全育成事業 40,627 
介護環境課
生ごみ処理機キエーロの作成委託 546 
生ごみ処理機購入補助 105 
各集落のごみステーション設置に伴う補助 1,620 
水俣病相談窓口の設置 2,327 
獅子島等医療・福祉推進事業 27,682 
家庭ごみ収集運搬経費 105,322 
新焼却施設建設にかかる負担金 388,484 
し尿処理経費 31,485 
診療所
MRI の更新 29,150 
水産商工課
マダイ・ヒラメなどの放流 6,641 
恵比寿市の運営補助 800 
獅子島地区の漁業再生支援 16,287 
松ケ平キャンプ場テント購入 1,115 
公共施設の環境美化事業 16,463 
水産種苗センターの管理費 29,047 
レジャーランド太陽の里運営管理費 83,205 
温泉センター（東泉望・椿の湯）の管理経費 70,555 
水産物の広報、宣伝による販売促進補助 2,500 
おさかな祭りの開催 3,000 
県営事業負担金（薄井漁港・葛輪漁港・茅屋漁港） 52,646 
航路標識保全事業 1,000 
養殖管理システム整備事業 2,000 
サメ被害防止対策 300 
中小漁業者等緊急借入金利子助成 5,295 
漁業後継者の育成 5,061 
観音漁港（臨港道路）の整備 19,280 
伊唐北漁港（浮桟橋）の整備 81,000 
商工会への補助金 3,500 
商工業振興資金利子補給補助金 6,500 
夏祭りの開催 1,850 
町観光案内（バスツアー） 1,000 
あづま海水浴場の砂場整備 1,900 
指江地区コンビニ設置事業補助 3,972 
景観推進課
花カフェ・ブーゲンビリアの丘の管理経費 13,014 
行人岳トイレ新築工事 76,300 
ぐるっとフラワーロード事業 30,289 
ツワブキ植栽・管理委託 25,434 
大陸ホテル拠点整備事業（石積み） 70,000 
総合管理課
指江庁舎敷地景観整備工事 5,000 
長生園
ボイラー取替工事 8,038 

水道課
浄化槽設置者に対する補助 65,724 
鷹巣農業集落排水施設の管理費 19,705 
汐見漁業集落排水施設の管理費 6,821 
幣串漁業集落排水施設の管理費 7,994 
三船漁業集落排水施設の管理費 8,573 
町設置浄化槽の管理費 30,229 
上水道移行準備に要する経費 3,803 
簡易水道施設の維持管理費 236,200 
西部地区簡易水道再編推進事業 102,689 
北部地区簡易水道再編推進事業 96,866 
川床地区簡易水道再編推進事業 95,971 
農林課
じゃがいもまつりの開催 1,000 
革新的ジャガイモ種苗生産委託 5,850 
桜島降灰対策事業（ハウス整備） 40,800 
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するための交付金 40,583 
農業次世代人材投資事業（青年就農者給付金） 9,000 
有害鳥獣捕獲事業 13,102 
長島フェスタの開催 3,000 
畑作農産加工センター給水ポンプユニット交換 4,860 
東町産業開発蒸し器の取替え 16,200 
認定農業者の経営規模拡大補助 2,800 
イノシシ電気柵設置補助 770 
１アールハウス設置支援補助 450 
果樹生産拡大補助 450 
優良繁殖雌牛導入事業および保留事業 1,200 
長島牛銘柄確立対策事業 2,250 
間伐促進緊急対策事業費 1,500 
林道の維持管理費 13,352 
耕地課
畑地帯総合整備事業に係る県営事業負担金（浜漉仁田原地区） 15,385 
畑地帯総合整備事業に係る県営事業負担金（田尻地区） 15,385 
水利施設整備事業に係る県営事業負担金（鷹巣地区） 10,750 
農道舗装の補助 913 
農地深耕・造成・客土の補助 7,300 
暗きょ排水の補助 300 
干害対策の補助 1,000 
農道の維持補修工事 20,000 
伊唐大橋トイレ補修工事 1,500 
伊唐大橋水羽山海岸復旧工事 2,100 
長島西部地区ほ場等整備 100,002 
農業基盤整備（福ノ浦・浦底貯水槽） 12,000 
農道整備（仁田元） 10,000 
農道岩下線の整備 4,000 
建設課
町道及び国道 389 号線 ･ 県道３路線の維持管理経費 33,601 
町道維持補修・通学路ライン設置工事 25,000 
長島 ･ ぐるっと一周景観整備事業 40,000 
山門野加世堂線の整備 12,000 
唐隈線の整備 21,900 
笠迫米山線の整備 10,000 
広野春木ケ岡線の整備 10,000 

広野汐見線の整備 1,000 
矢堂中央線の整備 500 
山中矢堂線の整備 10,500 
犬山寺線の整備 5,300 
鷹巣宮之浦港線の整備 1,000 
蔵之元浜漉線の整備 7,800 
日当線の整備 4,000 
茅屋口之福浦線の整備 21,000 
浦底杉ノ段線の整備 10,000 
母良木線の整備 10,000 
瀬戸小島線の整備 32,054 
藤之元口之福浦線の整備 122,000 
指江川内線の整備 103,000 
浦汐屋茅屋線の整備 48,000 
早尾掛線の整備 35,000 
橋りょう維持補修 13,000 
火ノ浦地区の消波工新設工事 20,000 
浦底地区の野積場舗装 5,000 
長島港（伊唐地区）の防波堤などの整備 215,000 
長島港（本浦地区）の防波堤などの整備 105,000 
獅子島港（柏栗地区）防波堤の整備 60,000 
教育総務課
離島高校生修学助成金 2,160 
教職員住宅の環境整備 2,645 
小学校空調設置工事（６校） 178,491 
中学校空調設置工事（５校） 100,989 
平尾中学校グラウンド整地工事 3,498 
川床中学校水道管布設工事 1,748 
要保護・準要保護児童・生徒への援助費 5,030 
学校給食費補助金 42,525 
学校給食センターの運営経費 54,230 
学校教育課
英語指導助手の配置 10,484 
英会話教室の実施 3,653 
学校図書指導員の配置 6,048 
特別支援教育支援員の設置 9,960 
スクールガードリーダーの配置 491 
スクールソーシャルワーカーの配置 663 
科学の祭典の開催 510 
社会教育課
生涯学習学級、家庭教育学級、高齢者学級委託料 2,140 
図書の購入 2,100 
劇団四季公演、子ども劇団公演 3,104 
ウィンタースクール（東神楽町）の開催 1,500 
学校巡回バイオリン教室の開催 644 
トライジョギング大会の運営 2,500 
すいせんウォークの運営 1,000 
スポーツ教室の開催（野球、サッカー） 600 
川床コミュニティ運動場水銀灯の取り替え 226 
城川内運動場駐車場フェンス・路面補修 1,400 
総合運動公園整備事業 180,792 

平成 31 年度予算の主な事業を紹介します
総務課
役場庁舎等改修工事設計 15,000
集落間交流事業 500 
町の財産台帳整備 8,077 
参議院議員選挙費 14,903 
消防団活動・運営経費 48,880 
災害対策費 5,659 
多目的広場（山中地区）造成工事 40,000 
スマイルプラン事業 100,000 
企画財政課
巡回バス運行補助 19,900 
乗合タクシー運行補助 420 
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,841 
獅子島アイランドセンターホール空調機改修 4,999 
獅子島観光案内所の運営 2,474 
獅子島地区フェリー運賃補助 5,760 
獅子島活性化航路補助 360 
獅子島地区住民割引旅客運賃補助 5,794 
夢追い獅子島架橋基金の積立金 100,000 
スポーツ振興基金の積立金 30,000 
ながしま美味（うんまか）でーの開催 1,020 
自治公民館等チャレンジ提案事業 15,000 
男女共同参画「女性の声を聴く１０１の会」の開催 180 
長島夢追い元気集落活性化補助金 43,377 
光ブロードバンド情報基盤整備（指江地区・平尾地区） 148,234 
農林業センサス調査費 2,244 
地方創生課
地域おこし協力隊 36,000 
ふるさと納税に係る経費 119,044 
空き家改修費補助 43,300 
町民保健課
乳児・妊婦検診の委託 11,446 
エンゼル支援事業補助 1,300 
乳幼児から老人までの予防接種 32,147 
がん検診などの委託 19,992 
福祉事務所
訪問入浴の委託 2,233 
老人給食サービス事業 11,864 
敬老祝い金の支給 5,167 
高齢者等住宅の改造費助成 1,067 
高齢者生活支援事業 18,456 
老人クラブへの助成 2,085 
シルバー人材センターの運営補助 3,131 
子宝お祝い金の支給 18,500 
ひとり親家庭の医療費助成 5,880 
児童手当の支給 190,850 
子ども医療費助成 31,680 
保育所の運営補助 549,900 
へき地保育所の運営費 9,137 
母子家庭への児童扶養手当給付 50,802 
子ども・子育て支援事業 11,464 

（単位：千円）
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三反園知事、来町

↑ユーモアを交えた回答もあった会の様子

↑参加者からの要望に回答する三反園知事

「車座対話」の終了後、三反園知事と記念撮影

町の課題を
　知事に要望

「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」

　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」

に
は
、町
民
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
公
民
館
長
や
農
・
水
産
業
関
係

者
、
福
祉
関
係
者
な
ど
幅
広
い
職
種

で
構
成
さ
れ
た
参
加
者
が
三
反
園
知

事
を
中
心
に
向
か
い
合
う
車
座
で
着

席
し
、
町
の
課
題
や
従
事
し
て
い
る

仕
事
で
改
善
し
て
ほ
し
い
問
題
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。
参
加
者
一
人
ひ
と

り
の
意
見
を
三
反
園
知
事
は
熱
心
に

聴
き
、
今
後
の
県
政
の
展
望
な
ど
も

含
め
回
答
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
上
が
っ
た
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
人
口
減
少
対
策

○
集
落
で
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

が
著
し
い
。
方
策
は
あ
る
か
。

［
知
事
］
人
口
減
少
は
、
県
全
体
の
課

題
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
は
、
町
を
出
て
行
っ
た
人
が

戻
っ
て
来
た
く
な
る
町
づ
く
り
が
必

要
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
が
元
気
で

な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
、「
中
山
間
地
域
等
集
落
活

性
化
推
進
本
部
会
議
」を
立
ち
上
げ
、

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う
仕
組
み

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

町
づ
く
り
に
は
、
住
民
を
説
得
で
き

る
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
で
、
今
は
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

獅
子
島
振
興

○
甑
島
架
橋
の
次
は
獅
子
島
架
橋
と

住
民
は
強
く
願
っ
て
い
る
。

［
知
事
］
獅
子
島
架
橋
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
、
認
識
し
て
い
る
。

　

今
は
、
獅
子
島
の
生
活
基
盤
の
整

備
に
力
を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
林
道
や
漁
港
、

農
産
物
の
運
搬
施
設
な
ど
の
整
備
で

　

３
月
17
日
、
三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事
が
来
町
し
ま
し
た
。「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」、「
町
長
、
議
員
と
の
意

見
交
換
会
」
の
２
部
構
成
で
実
施
さ
れ
た
会
議
に
は
、
川
添
町
長
、
町
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
町

民
が
参
加
し
、
三
反
園
知
事
へ
問
題
解
決
へ
向
け
た
要
望
や
ア
イ
デ
ア
を
求
め
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

○
獅
子
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
く

る
人
が
住
む
住
居
が
な
い
。

［
知
事
］
県
で
は
、
空
き
家
対
策
と

し
て
、
空
き
家
改
築
の
補
助
を
平
成

31
年
度
で
予
算
化
し
て
い
る
。
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

若
い
人
が
帰
っ
て
き
て
、
住
め
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

○
獅
子
島
に
来
た
観
光
客
か
ら
「
ト

イ
レ
が
少
な
い
」と
指
摘
を
受
け
た
。

［
知
事
］
観
光
地
の
ト
イ
レ
整
備
は

県
全
体
で
推
進
し
て
い
る
。
詳
細
な

ど
詰
め
て
、
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
次
産
業

○
農
産
物
、
水
産
物
に
付
加
価
値
を

付
け
て
販
売
し
た
い
。

［
知
事
］
一
次
産
業
は
鹿
児
島
の
基

幹
産
業
で
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
成
長

さ
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

　

日
本
の
人
口
は
減
少
し
て
い
く

が
、
世
界
の
人
口
は
増
え
続
け
て
い

る
。
海
外
市
場
へ
販
路
開
拓
し
て
い

く
こ
と
が
鹿
児
島
の
一
次
産
業
を
持

続
可
能
に
す
る
。

　

県
で
は
、「
鹿
児
島
県
農
林
水
産

物
輸
出
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し

て
、生
産
者
の
か
た
を
応
援
し
た
い
。

○
バ
レ
イ
シ
ョ
に
付
加
価
値
を
付
け

て
売
り
た
い
と
思
い
、
バ
レ
イ
シ
ョ

の
焼
酎
を
作
っ
た
。
自
分
も
こ
の
商

品
で
県
を
盛
り
上
げ
た
い
。

［
知
事
］
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
緒
に
鹿
児
島
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

○
野
菜
の
価
格
低
迷
が
続
い
て
い

る
。
県
も
一
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
。

［
知
事
］
若
い
生
産
者
を
応
援
し
て

い
き
た
い
の
で
、
今
後
、
町
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
。

○
平
成
34
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和

牛
共
進
会
で
連
覇
を
目
指
す
た
め
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

［
知
事
］
前
回
の
全
国
和
牛
共
進
会

で
本
県
が
優
勝
し
、
現
在
は
本
県
産

を
日
本
一
の
和
牛
と
し
て
Ｐ
Ｒ
で
き

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
一
の
和

牛
産
地
と
し
て
売
り
込
む
た
め
、
さ

ら
に
、
次
回
の
開
催
地
は
鹿
児
島
県

な
の
で
、
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
鹿
児
島
の
畜
産
の
将
来
が
掛
か

っ
て
い
る
。

　

本
県
産
牛
肉
を
東
京
の
高
級
ス
テ

ー
キ
店
で
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
香

港
や
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

な
ど
へ
の
輸
出
を
拡
大
し
た
り
し

て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

県
で
は
、
特
に
畜
産
は
力
を
入
れ

て
い
る
分
野
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
取
り
組
む
。

観
光

○
観
光
客
か
ら「
長
島
に
行
き
た
い
」

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
景
観
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

［
知
事
］
町
と
も
一
体
と
な
っ
て
、

長
島
が
も
っ
と
元
気
な
町
に
な
る
よ

う
応
援
す
る
。

○
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
作
業
員
と
し

て
、
働
い
て
い
る
。
３
月
か
ら
花
フ

ェ
ス
タ
が
始
ま
り
、
長
島
町
が
花
で

あ
ふ
れ
、
き
れ
い
な
町
と
い
う
こ
と

を
県
外
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

［
知
事
］
会
場
へ
の
移
動
中
に
、
車

か
ら
沿
道
を
見
た
ら
、
花
が
き
れ
い

だ
っ
た
。
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
花

フ
ェ
ス
タ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

○
近
年
、
県
内
で
多
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
外
国
人
観
光
客
の
消
費

を
喚
起
さ
せ
る
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア

イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ
し
い
。

［
知
事
］
鹿
児
島
の
観
光
は
外
国
人

観
光
客
を
い
か
に
増
や
せ
る
か
が
鍵

と
な
る
。
鹿
児
島
空
港
は
九
州
で
２

番
目
に
大
き
い
空
港
で
国
際
線
が
あ

る
こ
と
が
強
み
。
国
際
線
は
今
後
、

拡
充
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

１
回
訪
れ
た
か
た
が
再
度
、
行
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
観
光
地
整
備

を
進
め
て
い
る
。
鹿
児
島
が
国
際
観

光
都
市
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な

ス
ポ
ッ
ト
を
作
ら
な
い
と
い
け
な

い
。
長
島
町
と
も
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

○
以
前
、
県
主
催
で
地
域
間
交
流
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
集

落
と
の
交
流
で
互
い
に
手
を
取
り
合

っ
て
、
県
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

施
策
が
あ
れ
ば
よ
い
。

［
知
事
］
県
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
支
援
し
た
い
。
具
体
的

な
こ
と
は
県
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

↑自作の焼酎を三反園知事に紹介する参加者
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三反園知事、来町

↑三反園知事に行人岳からの展望を説明
する川添町長（写真左） ↑三反園知事に定住促進の意見を求める小田勝志議員（写真左）

↑「車座」の意見を県政に生かすことを説明する三反園知事

↑三反園知事から賞状の贈呈を受けた片下君（写真中央）

　

県
内
の
小
中
学
生
の
作
文
を
紹
介

す
る
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
番
組
「
私
た

ち
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
も
優

れ
た
作
文
に
送
ら
れ
る
知
事
賞
に
川

床
小
学
校
４
年
生
の
片
下
友ゆ

う
ま満

君
の

作
文
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

三
反
園
知
事
の
「
車
座
対
話
」
の

来
町
に
合
わ
せ
て
、
片
下
君
が
受
賞

の
お
礼
を
述
べ
、「
遊
漁
船
の
船
長

教
育

○
子
ど
も
の
学
力
に
つ
い
て
、
鹿
児

島
県
は
全
国
統
一
模
試
の
成
績
が
下

位
で
あ
る
。
何
か
対
策
を
考
え
て
い

る
か
。

［
知
事
］
県
全
体
で
子
ど
も
の
学
力

を
上
げ
る
た
め
の
方
策
を
県
教
育
長

に
指
示
し
て
い
る
。
考
え
る
力
を
養

う
た
め
に
は
読
解
力
が
必
要
で
、
小

学
校
で
本
を
読
む
時
間
を
設
け
る
よ

う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は

国
際
化
の
時
代
な
の
で
、
英
語
の
学

習
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

学
力
を
上
げ
て
、
子
ど
も
が
自
分

の
夢
に
近
付
く
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
役
目
で
あ
る
。

　
「
知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話
」
に

先
ん
じ
て
、「
長
島
町
長
・
町
議
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
」
が
役
場
委

員
会
室
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
川

添
町
長
と
10
人
の
議
員
は
三
反
園
知

事
に
要
望
や
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
、
議
員
か
ら
は
行
人
岳

の
ト
イ
レ
整
備
へ
の
補
助
の
要
望
や

三
県
架
橋
お
よ
び
獅
子
島
架
橋
の
早

期
実
現
、
若
者
の
定
住
促
進
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
車
座
対
話
」
の
終
了
後
、
川
添

町
長
が
三
反
園
知
事
を
行
人
岳
に
案

内
し
、
景
観
の
魅
力
や
日
本
有
数
の

ツ
ル
の
展
望
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

に
な
り
た
い
」
と
将
来
の
夢
を
三
反

園
知
事
に
話
し
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
「
な
ん
だ
、あ
れ
は
」

は
港
を
眺
め
て
い
た
時
に
見
つ
け
た

魚
を
海
に
入
っ
て
つ
か
ま
え
る
様
子

を
書
い
た
作
文
で
、
次
に
紹
介
し
ま

す
。

三
反
園
知
事
に
将
来
の
夢
語
る

知
事
賞
受
賞
の
片
下
君

○
本
町
で
も
６
月
か
ら
光
通
信
網
が

整
備
さ
れ
る
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

塾
に
行
け
な
い
子
ど
も
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
の
サ
ポ

ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

［
知
事
］
市
町
村
単
位
で
多
様
な
教
育

を
実
施
し
て
い
る
。
町
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
県
で
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
す
べ
て
の

人
に
開
か
れ
た
、
公
平
で
質
の
高
い

教
育
を
提
供
し
、
生
涯
学
習
の
機
会

を
促
進
す
る
目
標
）」
を
広
げ
て
ほ

し
い
。

［
知
事
］
県
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。

行
人
岳
の
ト
イ
レ
整
備
な
ど
要
望

「
町
長
・
議
員
と
の
意
見
交
換
会
」

福
祉

○
町
内
で
は
、
小
規
模
多
機
能
の
福

祉
を
必
要
と
す
る
か
た
が
多
い
。
福

祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

［
知
事
］
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
何
か
あ
っ
た
ら
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

↑インターネットを利用した教育について
三反園知事に要望する参加者

　

な
ん
だ
、
あ
れ
は

　
　

長
島
町
立
川
床
小
学
校　

四
年　

片
下　

友
満

　

　

ぼ
く
は
、
思
わ
ず
声
を
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
わ
っ
な
ん
だ
あ
れ
。」

そ
の
理
由
は
、
港
の
中
に
、
白
い
何
か
が
く
る
く
る

回
り
な
が
ら
う
い
て
い
た
か
ら
で
す
。
遠
く
か
ら
見

て
も
大
き
い
「
何
か
」
で
し
た
。「
ひ
ょ
う
り
ゅ
う

物
か
な
。」
と
思
い
ま
し
た
が
、
よ
く
見
る
と
魚
の

よ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
急
い
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
、

「
港
に
大
き
な
魚
が
泳
い
で
る
。
と
り
に
行
っ
て
も

い
い
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
い
い
と
い
う
返
事
を
聞

い
た
し
ゅ
ん
間
、
ぼ
く
は
救
命
胴
衣
を
持
っ
て
港
に

か
け
出
し
ま
し
た
。

　

ぼ
く
の
家
は
、
港
か
ら
近
い
高
台
に
あ
り
、
庭
か

ら
港
が
よ
く
見
え
ま
す
。
海
が
大
す
き
な
ぼ
く
は
、

い
つ
も
の
よ
う
に
、
海
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
港
に
「
何
か
」
が
現
れ
た
の
で
す
。

　

家
か
ら
走
っ
て
五
秒
く
ら
い
で
港
に
着
き
ま
し
た
。

さ
っ
き
ま
で
近
く
に
い
た
魚
は
、
す
で
に
陸
か
ら
は

な
れ
た
と
こ
ろ
に
い
ま
し
た
。「
エ
ソ
か
な
あ
。
ク

ロ
ダ
イ
に
も
見
え
る
な
あ
。」
そ
う
思
い
な
が
ら
、

ぼ
く
は
救
命
胴
衣
を
着
て
海
に
飛
び
こ
み
、
あ
み
で

つ
か
ま
え
よ
う
と
し
ま
し
た
。
魚
は
あ
ば
れ
て
、
な

か
な
か
あ
み
に
入
り
ま
せ
ん
。
す
る
と
と
つ
ぜ
ん
、

「
じ
ゃ
ば
っ
。」
と
魚
が
水
の
中
に
消
え
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、体
を
く
る
く
る
回
し
て
さ
ぐ
り
ま
し
た
。「
ど

こ
だ
。」
ぼ
く
は
魚
が
に
げ
て
し
ま
っ
た
か
と
思
い

ま
し
た
。
だ
け
ど
、
魚
は
ま
た
ぷ
か
ぷ
か
と
う
い
て

き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
「
今
度
こ
そ
。」
と
力
い
っ
ぱ

い
魚
の
頭
の
方
に
あ
み
を
よ
せ
、
な
ん
と
か
つ
か
ま

え
ま
し
た
。
魚
は
大
き
す
ぎ
て
、
あ
み
か
ら
は
み
出

し
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
陸
へ
向
か
っ
て
泳
ぎ
ま
し

た
が
、
片
手
に
魚
を
持
っ
て
い
る
の
で
思
う
よ
う
に

泳
げ
ま
せ
ん
。
や
っ
と
陸
に
上
が
っ
た
時
に
は
、
へ

と
へ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
改
め
て
魚
を
見
た
ぼ
く
は
、
お
ど
ろ
い

て
、
こ
し
が
ぬ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
ス
ズ
キ
だ
。」

そ
れ
は
、
ぼ
く
が
、
一
番
夢
中
に
な
っ
て
い
て
、
つ

り
た
い
と
思
っ
て
い
た
魚
で
し
た
。
そ
れ
が
こ
ん
な

所
で
う
い
て
い
る
な
ん
て
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
や
っ
た
あ
。」

無
が
夢
中
で
家
ま
で
走
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
見
せ

ま
し
た
。

「
わ
あ
。
す
ご
い
。」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
ご
ち
そ
う
は
、
も
ち
ろ
ん
ス
ズ
キ
で
し

た
。
苦
労
し
て
つ
か
ま
え
た
魚
は
、
と
っ
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
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６月 10 日から 鷹巣地区、浦底地区、諸浦地区、杉ノ段地区

高速光通信サービスが 始まります
対象エリアは

手順１：申し込み
　各社のサービス内容を比較・検討し、利用業者を決定します。
決定後、利用業者に問い合わせ、申し込みます。
申し込み時には、光回線サービスの開通作業を行う日程などを決めます。

手順２：開通作業
　開通作業当日、回線事業者とプロバイダの担当がご自宅で作業します。

手順３：光回線が開通！
　開通作業が終わると、自宅内でインターネットを使うために必要な装置が設置されます。
　設置された装置と自分が持っているパソコンを LAN ケーブルでつなぎ、設定を行えば、
光回線サービスで、インターネットが利用できるようになります。

　６月３日から、本町で「高速光通信サービス」( 光回線サービス ) の提供が始まります。対象エリアは、
鷹巣地区・浦底地区・諸浦地区・杉ノ段地区で、平成 32 年度以降は、町内全域に対象エリアを拡大
する予定です。
　光回線サービスに加入すると、既存の ADSL や ISDN と比較し、インターネットを快適に利用でき
ます。

住民説明会の開催

○内容　光回線サービスの利用方法
　　　　個別相談会　など
○サービス提供対象エリア
　鷹巣地区、浦底地区、諸浦地区、杉ノ段地区
※両会場とも内容は同じです。どちらの会場に出席していただいても構いません。
◎問い合わせ先
　役場企画財政課電算係　☎（86）1134［直通］

日　　程 時　　間 会　　場
５月８日 ( 水 ) 午後７時から 町開発総合センター
５月９日 ( 木 ) 午後７時から 諸浦コミュニティセンター

○日時、場所

　サービス提供開始に先立って、光回線サービスの利用や料金などについての住民説明会を開催し
ます。光回線サービスの導入を考えているかたや興味があるかたは気軽にご参加ください。

　光回線サービスの提供開始に伴い、町職員や通信会社の社員を装い、工事費や通信費が安
くなるなど、うその説明で、強引に契約を迫る勧誘が発生する可能性があります。 
　このような場合、販売会社名や社員証、連絡先電話番号などを注意して、ご確認ください。
　万が一、契約してしまった場合でも契約書面の交付から８日以内は電気通信事業者の合意
がなくても契約を解除できます。ただし、事務手数料などの支払いが発生します。
　お困りの際には、ご相談ください。
◎問い合わせ先
　役場水産商工課消費者行政相談係　☎（86）1137［直通］

悪質な勧誘に注意！

光回線サービスの利用開始までの流れ

　光回線サービスの提供開始に伴い、NTT 西日本が所有する光回線を利用した独自のサー
ビスを提供する事業者（光コラボレーション事業者）を募集します。
○募集期間
　４月 26 日（金）　午後５時まで
◎問い合わせ先
　役場企画財政課電算係　☎（86）1134［直通］

光コラボレーション事業者の募集
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○対 象 者
　特定健診　長島町国民健康保険被保険者の
　　　　　　うち 40 歳以上の男女
　長寿健診　後期高齢者医療被保険者
　胃がん　　40 歳以上の男女
○受付時間　8：00 ～ 10：00
○料　　金　無料
　その他、同時に行われる検査項目と料金
　・肝炎ウイルス検診　　 　　　　 無料
　・腹部超音波検診　　　　　　　2,000 円
　・骨粗しょう症検診　  　　　　　 500 円
　・前立腺がん検診　　　　　　　1,000 円
　・心不全リスク検査　　　　　　2,750 円
　・ピロリ菌・胃がんリスク検査　3,300 円

日　　程 会　　場
７月７日 ( 日 ) 諸浦コミュニティセンター
７月８日 ( 月 ) 獅子島アイランドセンター
７月９日 ( 火 ) 御所ノ浦高齢者コミュニティセンター

７月 10 日 ( 水 ) 旧幣串幼稚園
７月 11 日 ( 木 ) 火ノ浦公民館
８月 17 日 ( 土 ) 町文化ホール
８月 18 日 ( 日 ) 町文化ホール
８月 19 日 ( 月 ) 蔵之元公民館
８月 20 日 ( 火 ) 平尾小学校体育館
８月 21 日 ( 水 ) 川床コミュニティセンター
８月 22 日 ( 木 ) 山門野コミュニティセンター

９月２日（月） 保健福祉センター
９月３日（火） 保健福祉センター
９月４日（水） 保健福祉センター
11 月９日 ( 土 ) 町文化ホール

11 月 10 日 ( 日 ) 保健福祉センター

◆特定・長寿健診および胃がん検診

○対 象 者　30 歳以上の男女
○料　　金　無料

期　　間 会　　場

６月～ 12 月
児島歯科医院
平尾歯科診療所

◆歯周病検診

○対 象 者　20 歳～ 39 歳の男女
　（ 医療保険の種類に関係なく、町民であれ
　　ば受けることができます）
○料　　金　無料
※ 39 ヘルスチェック対象者へは受診券の発
　行がありません。特定健診と同日に行いま
　す。都合の良い会場へおこしください。

◆ 39 ヘルスチェック

早期発見で救われますあなたの健康が
※日程は、現時点での計画となります。変更される
　場合もあります。
※対象年齢の基準日は、平成 32 年 3 月 31 日時点です。

○対 象 者　乳がん　40 歳以上の女性
　　　　　　子宮頸がん　20 歳以上の女性
○受付時間　午前　 9：00 ～ 10：00
　　　　　　午後　13：00 ～ 14：00
　　　　　　（獅子島　12：00 ～ 13：00）
　　　　　　夕方　17：00 ～ 18：30
○料　　金　無料
※前年度の節目年齢（40、45、50、55、60 歳）
の人を対象とする個別検診は 10 月以降に実施し
ます。

日　　程 会　　場

5 月 23 日（木）
午後 山門野コミュニティセンター
夕方 町文化ホール

5 月 24 日（金）
午前 蔵之元自治公民館
午後 町文化ホール

5 月 25 日（土）
午前 町文化ホール
午後 保健福祉センター

5 月 29 日（水）
午後 獅子島アイランドセンター
夕方 保健福祉センター

5 月 30 日（木）
午前 保健福祉センター
午後 保健福祉センター

5 月 31 日（金）
午前 川床コミュニティセンター
午後 平尾老人憩いの家

９月 10 日（火）
午前 町文化ホール
午後 保健福祉センター

◆乳がん・子宮頸がん検診

◆肺がん・大腸がん検診

○対 象 者　肺がん　40 歳以上の男女
　　　　　　大腸がん　40 歳以上の男女
　　　　　　※ 65 歳以上のかたは結核検診の対象
　　　　　　です。全員に通知します。
○受付時間　公民館ごとに異なります。
　　　　　　・１日おおよそ４～７か所の各公民館
　　　　　　　を巡回します。
　　　　　　・受付時間は受診票に記載します。

○料　　金　無料
※大腸がん検診は、冬期に郵送による個別検診も
実施します。
○夕方検診を実施
　日中の時間帯、受診できない人は、夕方検診をご
利用ください。
　７月 18 日（木）　町文化ホール
　７月 25 日（木）　保健福祉センター
　受付時間　17：00 ～ 18：30

平成 31 年度 各種検 ( 健 ) 診日程
　町では、次のとおり各種検 ( 健 ) 診を実施します。
１年に１回は検 ( 健 ) 診を受けるようにしましょう！
◎問い合わせ先
　役場町民保健課保健予防係　☎（86）1157［直通］

◆肺がん・大腸がん検診

　町では、介護予防活動や地域貢献活動などに対
してポイントを付与する「高齢者元気度アップ・
ポイント事業（個人ポイント）」と「地域デビュー
でポイントアップ！元気度アップ！推進事業（グ
ループポイント）」の２つのポイント事業があり
ます。
　平成 30 年度のポイント交換実績は、323 人と
18 団体が貯まったポイントを商品券に交換しま
した。
　平成 31 年度からは、グループポイントの事業
名が「子育て支援もポイントアップ！元気度アッ

プ！推進事業」と変更され、登下校時の見守り活
動や子育て支援サロン活動などもポイント付与の
対象となります。
　町では、本事業を通して、ポイントを貯めるこ
とが皆さんの介護予防や地域貢献活動を始める
きっかけになることを支援します。
　いつまでも健康に暮らし続けるために、元気な
体・心・地域づくりに努めましょう。
◎問い合わせ先
　町地域包括支援センター　
　☎（86）1153［直通］

長島町地域包括支援センターだより

グループポイントの対象が拡大します

○対 者　20 歳以上の男女
○料　　金　無料
※簡単なうがいで採った唾液検査で、むし歯
や歯周病のリスクが分かります。実施場所や
日時は未定です。

◆唾液検査

日　　程
７月 16 日（火） ７月 22 日（月） ７月 29 日（月）
７月 17 日（水） ７月 23 日（火）
７月 18 日（木） ７月 24 日（水）
７月 19 日（金） ７月 25 日（木）

７月 26 日（金）
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納
期
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月
納期 － １期（仮賦課） － － ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

１回の納付額 － 前年度の年税額÷６ － － 【本算定で確定した年税額－仮賦課額】÷５

平成 30年度まで

※１期が５月から７月に変わります。
※年６回の納期月数に変更はありません。

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月
納期 － － － １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

１回の納付額 － － － 【本算定で確定した年税額】÷６

平成 31 年度から

開催日時 会場 対象者

５月９日（木）

① 10 時から 12 時まで

② 14 時から 16 時まで

阿久根市民交流センター

交流室

※定員各 150 人

長島町・阿久根市

のかた

５月 10 日（金）

① 10 時から 12 時まで

② 14 時から 16 時まで

出水市音楽ホール

※定員各 396 人
出水市のかた

５月 24 日（金）

① 10 時から 12 時まで

② 14 時から 16 時まで

出水市音楽ホール

※定員各 396 人

長島町・出水市・

阿久根市のかた

○説明会の内容
　・消費税軽減税率制度の概要
　・インボイス制度の概要
　・事業者支援措置（軽減税率対策補助金）
　・キャッシュレス化に伴う事業経営への影
　響とその対応
※どの日時でも出席できます。
※定員に達した場合は入場を制限すること
があります。
◎問い合わせ先
　出水税務署　☎（62）0200

　10 月１日から、消費税及び地方消費税の税率が８㌫から 10 ㌫に引き上げられるとともに、
消費税の軽減税率制度が実施される予定です。
　軽減税率制度は、対象品目を取り扱う事業者だけでなく、消費税の納税義務がない免税事業者
を含め、多くの事業者の皆さんに関係する制度です。
　軽減税率制度や軽減税率対策補助金などについての理解を深めていただくために、消費税軽減
税率制度説明会を次のとおり開催します。

消費税軽減税率制度説明会の開催

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
医
療
機
関
で

支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

○
対
象
者

　

・
身
体
障
害
者
1
級
ま
た
は
2
級
に
該
当
す

　

る
か
た

　

・
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
に
該
当
す
る
か
た

　

・
身
体
障
害
者
3
級
お
よ
び
療
育
手
帳
Ｂ
１

　

程
度
に
該
当
す
る
か
た

○
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
受
給
資
格
認
定
の

申
請
が
必
要
で
す
。
内
容
を
審
査
し
、
受
給
資

格
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
認
定
月
の
初
日

か
ら
助
成
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

○
助
成
額

　

保
険
給
付
に
係
る
一
部
負
担
金
支
払
額
（
法

令
等
に
よ
り
公
費
負
担
が
あ
る
場
合
や
附
加
給

付
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
額
を
控
除
し
た
額
）

を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
負
担
額

は
除
き
ま
す
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

　

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
重
度
障
が
い
者
で
20
歳
以
上
の
か
た
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

　

基
準
を
満
た
す
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る

か
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
障
が
い
が

あ
る
か
た

○
支
給
要
件

　

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
３
カ
月
を
超
え
て

　

入
院
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

○
手
当
額

　

・
月
額
＝
２
７
２
０
０
円

　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
）

　

・
支
給
月
＝
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月

◆
障
が
い
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
重
度
障
が
い
児
（
20
歳
未
満
）
の
か
た

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
者

　

基
準
を
満
た
す
障
が
い
が
１
つ
以
上
あ
る
か

ま
た
は
、
そ
れ
と
同
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ

る
か
た

○
支
給
要
件

　

・
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

　

・
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
他
の
公
的
年

　

金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　

・
毎
年
の
所
得
が
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

○
手
当
額

　

・
月
額
＝
１
４
７
９
０
円

　

・
支
給
月
＝
５
月
、
８
月
、
11
月
、
２
月

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

現
在
の
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
普
通
徴

収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
め
る
方
法
）
は
、
算
定
基
礎

と
な
る
前
年
中
の
所
得
を
賦
課
期
日
（
４
月
１
日
）
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
前
年
の
年
税
額
を
も
と
に
仮

賦
課
（
仮
計
算
）
を
行
い
（
５
月
通
知
）、
さ
ら
に
、
確
定

し
た
所
得
を
も
と
に
本
算
定
（
８
月
通
知
）
を
行
う
こ
と
で

年
税
額
を
決
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。	

　

税
額
を
決
め
る
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く
す
る
と
と
も

に
、
納
期
に
よ
っ
て
税
額
に
大
幅
な
増
減
が
発
生
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
、
仮
賦
課
を
廃
止
し
て
、
本
算
定
の
み
の
方

法
に
変
更
し
ま
す
。

【
変
更
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
】

○
仮
賦
課
に
よ
る
納
め
す
ぎ
が
な
く
な
り
ま
す

　

所
得
の
増
減
に
よ
り
、
仮
賦
課
で
一
旦
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
納
め
す
ぎ
（
還
付
）
が
な
く
な
り
ま
す

○
賦
課
決
定
通
知
は
年
１
回
に

　

課
税
の
通
知
は
５
月
（
仮
賦
課
）
と
８
月
（
本
算
定
）
の

年
２
回
で
し
た
が
、
７
月
の
１
回
の
み
と
な
り
ま
す

○
課
税
内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す

　

前
年
中
の
所
得
が
確
定
し
た
７
月
に
計
算
し
、
課
税
額
を

決
定
し
ま
す
。
仮
賦
課
と
の
差
し
引
き
を
行
わ
な
い
た
め
、

税
額
の
計
算
内
容
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
国
保
税
係　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

安
心
し
て
生
活
で
き
る
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す

　
町
で
は
、
障
が
い
に
応
じ
た
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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　一日でも早く町民の皆さんのお役に立てる
よう明るく、元気に頑張っていきます。また、
長島町職員として、誇りと自覚を持ち、これ
までの知識と経験を生かし、自分にできるこ
とを精一杯やっていこうと思います。よろし
くお願いします。

赤
あ か せ

瀨　睦
あつし

（30）

水道課

　このたびの教職員定期人事異動で、長島町
教育委員会学校教育課長を拝命いたしまし
た。長島町の印象は美しい町、活力のある町
です。長島町のために努力しますので、どう
ぞよろしくお願いします。

淵
ふ ち だ

田　晋
しんぺい

平（47）

学校教育課

　自然豊かな長島町で働けることを嬉しく思
います。町職員として誇りと使命感を持って
職務に取り組み、町民の皆さんの目線に立ち、
ニーズに合ったサービスを提供できるよう、
知恵を絞っていきたいと思いますので、よろ
しくお願いします。

山
や ま だ

田　将
まさゆき

之（34）

介護環境課

　私は９年間看護師をしていましたが、今回
新しいご縁をいただき、長島町に参りました。
言葉や地名など分からず戸惑うこともあるか
と思いますが、１日でも早く町民の皆さんの
お役に立てるよう精一杯頑張りますので、よ
ろしくお願いします。

松
まつした

下　沢
さわ

（30）

総合管理課

　長島町職員として勤務できることを光栄に
思います。未熟者ですが、自分らしく泥臭く、
コツコツと頑張り、長島のために、町民の皆
さんのために貢献できるように努めます。よ
ろしくお願いします。

石
いしはら

原　巧
たくみ

（22）

税務課

４
月
１
日
付
け
で
、役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

人
事
異
動
平
成
31
年
４
月

　長島町役場に５人が新規採用され、４月１日からそれぞれの部署で頑張っています。
　ニューフェースたちの意気込みを紹介します。町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

役場の新人職員を紹介

〈
課
長
級
〉

学
校
教
育
課
長
（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）

淵
田　

晋
平

〈
課
長
補
佐
級
〉

耕
地
課
長
補
佐
兼
計
画
調
整
係
長
兼
事
業
係
長

（
耕
地
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼

計
画
調
整
係
長
兼
事
業
係
長
）

○
滝
下　

勇
人

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
）

○
小
園
美
和
子

社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
文
化
係
長
兼
社
会
体
育
係
長

（
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
文
化
係
長
）大

西　

康
文

福
祉
事
務
所
次
長
兼
生
活
保
護
第
一
係
長

（
福
祉
事
務
所
次
長
兼
生
活
保
護
係
長
）

塚
田　

斉
章

耕
地
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長

（
教
育
総
務
課
長
補
佐
兼
教
育
管
財
係
長
）

小
島　

博
文

介
護
環
境
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長

（
介
護
環
境
課
主
幹
兼
介
護
保
険
係
長
）

○
児
島　

忠
光

福
祉
事
務
所
次
長
兼
老
人
福
祉
係
長

（
福
祉
事
務
所
主
幹
兼
老
人
福
祉
係
長
）

○
小
崎　

徹
也

総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
兼

職
員
第
二
係
長　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

（
総
務
課
主
幹
兼
行
政
係
長
兼
職
員
第
二
係
長

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

○
濱
口　

高
文

農
林
課
主
幹
兼
畜
産
係
長

（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
）

小
﨑　

裕
二

教
育
総
務
課
主
幹
兼
教
育
総
務
係
長
兼
教
育
管
財
係
長

（
総
務
課
主
幹
兼
財
産
管
理
係
長
兼
交
通
安
全
係
長
）

岩
塚　

大
作

福
祉
事
務
所
主
幹
兼
社
会
福
祉
係
長

（
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
長
）○

瀬
ノ
口
恵
子

町
民
保
健
課
主
幹
兼
保
健
予
防
第
一
係
長

（
町
民
保
健
課
保
健
予
防
第
一
係
長
）

○
江
口　

幸
子

企
画
財
政
課
主
幹
兼
広
報
統
計
係
長

（
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
長
兼
広
報
統
計
係
長
）

○
小
川　

慶
太

水
産
商
工
課
主
幹
兼
管
理
係
長

（
水
産
商
工
課
管
理
係
長
）

○
田
中　

智
広

町
民
保
健
課
主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
係
長

（
町
民
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
長
）

○
波
戸　

秀
雅

介
護
環
境
課
主
幹
兼
環
境
衛
生
係
長

（
介
護
環
境
課
環
境
衛
生
係
長
）○

中
元　

豊
人

企
画
財
政
課
主
幹
兼
財
政
係
長

（
企
画
財
政
課
財
政
係
長
）

○
豊
田　

宏
光

農
業
委
員
会
主
幹
兼
係
長（
農
業
委
員
会
係
長
）

○
長
岡　

一
明

〈
係
長
級
〉

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
長

（
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係
長
）

米
尾　

定
固

水
道
課
水
道
係
長
（
水
道
課
水
道
第
二
係
長
）

濵
田　

泰
介

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
税
務
課
主
任
）

○
二
階
堂
智
子

総
務
課
財
産
管
理
係
長
兼
交
通
安
全
係
長

（
企
画
財
政
課
主
任
）

○
植
元　

勇
作

福
祉
事
務
所
生
活
保
護
第
二
係
長

（
福
祉
事
務
所
主
任
）

○
久
保　

舞
子

〈
係
員
〉

企
画
財
政
課
主
任
（
鹿
児
島
県
）

石
橋　

誠
悟

農
業
委
員
会
主
任
（
農
業
委
員
会
主
事
）

○
山
口　

高
寛

総
合
管
理
課
主
任
（
総
合
管
理
課
主
事
）

○
宮
内　

恵
美

社
会
教
育
課
主
任
（
社
会
教
育
課
主
事
）

○
水
口　

大
地

社
会
教
育
課
主
事
（
町
民
保
健
課
主
事
）

小
牛
尾
勇
介

教
育
総
務
課
主
事
（
町
民
保
健
課
主
事
）

松
尾　

美
優

企
画
財
政
課
主
事

（
鹿
児
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）

浦
田　

奨
吾

診
療
所
主
事
（
診
療
所
主
事
補
）○

竪
山　

将
隆

総
務
課
主
事　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記

（
総
務
課
主
事
補　

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
）

○
島
田　

江
陽

農
林
課
主
事
（
農
林
課
主
事
補
）○

小
田　

直
輝

税
務
課
主
事
（
税
務
課
主
事
補
）○

大
堂　

清
彦

介
護
環
境
課
主
事
（
介
護
環
境
課
主
事
補
）

○
常
本　

祐
督

水
産
商
工
課
主
事
（
水
産
商
工
課
主
事
補
）

○
堀
井　

新
也

町
民
保
健
課
主
事
補
（
企
画
財
政
課
主
事
補
）

小
﨑　

奈
菜

介
護
環
境
課
主
事
補

山
田　

将
之

水
道
課
主
事
補

赤
瀨　
　

睦

総
合
管
理
課
主
事
補

松
下　
　

沢

税
務
課
主
事
補

石
原　
　

巧

〈
再
任
用
〉

地
方
創
生
課
主
事
（
地
方
創
生
課
主
事
）

兒
玉　

修
二

景
観
推
進
課
主
事
（
水
産
商
工
課
参
事
）

久
保　

良
昭

建
設
課
主
事
（
水
道
課
参
事
）

小
城　

久
義

水
道
課
主
事（
水
道
課
参
事
兼
水
道
第
一
係
長
）

久
保　
　

修

〈
退
職
〉

（
農
林
課
参
事
兼
畜
産
係
長
）

瀬
ノ
口
順
一

（
総
合
管
理
課
参
事
兼
町
民
係
長
兼
保
健
係
長
）

松
下　

恵
子

（
会
計
課
参
事
）

中
間
く
る
み

（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長
生
園
調
理
員
）外

山　

の
り
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長島町で働ける求人情報！
・平成31年3月1日～3月31日にハローワーク出水で掲載受理された求人です。

・応募するにはハローワークからの紹介状が必要となります。求人の詳細に
ついてはハローワーク出水にお尋ねください。
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①　久保　賢一
68 歳・汐見

⑥　﨑野　豊文
61 歳・指江

⑪　立野　　望
67 歳・山門野

⑬　山口　新一
68 歳・母良木

⑮　山口　正成
69 歳・浦底

⑫　上窪　正志
56 歳・田尻

③　飯尾　輝伸
50 歳・城川内

⑤　宮路　勝博
58 歳・矢堂

④　小田　敏博
72 歳・片側

②　飯田　満穗
63 歳・本浦

⑧　脇田　恵子
64 歳・蔵之元

⑩　有馬　清章
56 歳・蔵之元

⑨　佐賀　樹男
74 歳・山寺

⑭　小田　清光
56 歳・唐隈

⑦　竪山　隆一
68 歳・脇崎

１
日

２
日
～
３
日

４
日

６
日
～
28
日

12
日

13
日

14
日
～
15
日

17
日

18
日

19
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

辞
令
交
付
式

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
お
よ
び

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
慰
労
会　
（
鷹
巣
）

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー　
　
（
大
阪
府
）

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会

宝
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

川
床
小
学
校
作
文
受
賞
報
告

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

獅
子
島
小
中
学
校
卒
業
式　
　
　
（
獅
子
島
）

信
号
機
点
灯
式　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会　
　
（
東
京
都
）

知
事
と
語
ろ
う
車
座
対
話　

　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会
・
衛
生
自
治
団

体
連
合
会
総
会　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

県
土
改
連
政
治
連
盟
総
代
会

農
地
海
岸
保
全
協
会
役
員
会

県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会

漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会

県
土
改
連
通
常
総
会
・
60
周
年
記
念
式
典
・
交
流
会

（
鹿
児
島
市
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
鷹
巣
小
学
校
）

第
９
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
前
）

教
職
員
管
理
職
送
別
会　
　
　
（
太
陽
の
里
）

北
薩
横
断
道
路
「
泊
野
道
路
」
開
通
式

（
さ
つ
ま
町
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
主
総
会　
　
（
太
陽
の
里
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

指
江
地
区
コ
ン
ビ
ニ
設
置
事
業
立
地
協
定
式

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式　
　
（
役
場
）

３月

　偉人たちの失敗とその失敗か
ら彼らがどうやって復活したの
かを紹介します。

　どれも５～ 10 分でできるも
のばかり。
　お弁当作りの参考にどうぞ。

食
の
ス
タ
ジ
オ　

著

「
朝
10
分
！
中
高
生
の
ラ
ク
チ
ン
弁
当
３
２
０
」

大
野
　
正
人
　
著

「
失
敗
図
鑑 

す
ご
い
人
ほ
ど
ダ
メ
だ
っ
た
！
」

人
徳
の
あ
り
て
栄
ゆ
る
店
な
る
に
閉
ざ
す
と
言
ひ
ぬ
独
り

居
の
友
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

介
護
と
は
愉
し
き
も
の
で
あ
る
如
く
世
話
す
る
人
は
い
き

い
き
動
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

日
向
ぼ
っ
こ
足
裏
温
し
胸
晴
れ
て
椿
も
ろ
手
に
つ
つ
み
あ

た
た
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

木
の
間
渡
る
鶯
の
声
に
癒
さ
れ
つ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
仲

間
と
集
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

床
を
ふ
む
靴
音
激
し
フ
ラ
メ
ン
コ
吾
も
立
ち
ゐ
て
手
拍
子

弾
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

大
和
心
こ
よ
な
く
溢
れ
て
キ
ー
ン
氏
は
白
寿
を
前
に
逝
き

給
ひ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

雲
枯
れ
の
庭
の
傍か
た

へ
に
蕗
の
薹
は
さ
み
ど
り
に
萌
ゆ
朝
日

を
受
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

運
転
の
免
許
返
納
終
え
た
れ
ば
踏
ん
切
り
つ
き
て
わ
が
胸

晴
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

雨
止
み
て
金
づ
ち
の
音
聞
こ
へ
来
る
孫
住
む
家
の
棟
上
げ

今
日
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

［
短
歌
］

思
い
出
す
長
水
丸
灘
を
行
き
島
に
届
い
た
城
山
す
ず
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

広
報
に
同と

も
級
生
の
偉
業
讃
え
た
る
記
事
見
る
に
つ
け
嬉
し

慶よ
ろ

こ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

菜
の
花
を
植
え
つ
づ
け
ゆ
く
老
人
は
満
開
見
つ
つ
あ
い
さ

つ
か
わ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

十
九
年
と
も
に
育
ち
し
チ
ロ
が
逝
く
娘
の
涙
わ
れ
よ
り
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

春
来
た
る
桜
ら
咲
し
花
美
し
い
長
持
ち
す
る
値
打
有
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

掛
け
声
も
力
と
成
り
ぬ
春
の
床

宗
方　

清
明

引
き
鶴
を
見
送
る
子
ら
や
閉
校
す　
　
　
　

淵
脇　
　

護

恋
猫
や
笛
吹
き
ケ
ト
ル
け
た
た
ま
し　
　
　

迫
口　

君
代

嬰
の
も
の
ふ
ん
わ
り
揺
れ
る
梅
日
和　
　
　

山
嵜
加
代
子

風
説
の
俊
し
ゅ
ん
か
ん寛

の
墓
梅
真
白　
　
　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

夫
走
る
余
生
の
闘
志
二
月
尽　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

友
有
り
て
割
と
楽
し
き
老
い
の
春　
　
　
　

大
堂　

正
弘

下
校
す
る
子
等
の
ほ
っ
ぺ
に
風
光
る　
　
　

肥
後　

広
行

草
萌
ゆ
る
道
着
に
に
じ
む
涙
後　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

人
の
世
の
は
か
な
き
命
落
椿　
　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

水
漏
れ
の
リ
ズ
ム
高
鳴
る
霜
夜
か
な　
　
　

二
階
堂
妙
子

校
長
の
決
断
鈍
る
猫
の
恋　
　
　
　
　
　
　

脇
田　

武
志

春
め
く
や
沖
の
さ
ざ
波
海
の
色　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

登
校
の
孫
と
坂
道
息
白
し　
　
　
　
　
　
　

関　

喜
久
雄

新体制でスタート 長島町農業委員会委員
　平成 31 年第１回長島町議会定例会で次の 15 人が任命され、4 月 1 日、川添町長
から辞令が交付されました。同日、第１回農業委員会臨時総会が開催され、会長に山
口正成氏を、副会長に小田清光氏が選出されました。
　今回任命された委員を次のとおり紹介します。
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専
門
家
に
よ
る
巡
回
相
談
を
実
施

　

町
で
は
、
身
体
や
こ
こ
ろ
な

ど
を
含
め
た
生
活
全
般
の
相
談
に

対
応
す
る
相
談
支
援
事
業
を
、
一

般
相
談
支
援
事
業
所
「
あ
い
わ
の

里
」
に
委
託
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
生

活
全
般
の
相
談
に
、
社
会
福
祉
士

や
臨
床
心
理
士
を
始
め
と
し
た
専

門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
・
場
所

　

①
４
月
23
日
（
火
）

　
　

・
午
前
８
時
30
分
～
10
時

　
　
　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

・
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　

平
尾
憩
い
の
家

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

指
江
庁
舎

　

②
５
月
14
日
（
火
）

　
　

・
午
前
９
時
～
12
時

　
　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

獅
子
島
島
内
巡
回（
要
予
約
）

　

③
５
月
28
日
（
火
）

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

④
７
月
23
日
（
火
）

　
　

・
午
前
８
時
30
分
～
10
時

　
　
　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

・
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
　

平
尾
憩
い
の
家

　
　

・
午
後
１
時
～
３
時

　
　
　

指
江
庁
舎

※
以
降
の
開
催
日
程
に
つ
き
ま
し

て
は
順
次
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※
自
宅
へ
の
訪
問
依
頼
や
前
述
の

相
談
以
外
で
の
相
談
な
ど
も
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

あ
い
わ
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
２
４
０
１

　

役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

国
民
生
活
基
礎
調
査
を
実
施

　

国
民
生
活
基
礎
調
査
は
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
所
得
等
国
民
生
活

の
基
礎
的
事
項
を
調
査
し
、
今
後

の
厚
生
労
働
行
政
の
企
画
お
よ
び

立
案
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
票
は
世
帯
票
と
所
得
票
の

２
種
類
が
あ
り
、
世
帯
票
が
６
月

６
日
（
木
）、
所
得
票
が
７
月
11

日
（
木
）
を
期
日
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

事
前
に
調
査
員
が
配
布
し
た
調

査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
後

日
調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
お
よ
び
必
要
性
を

理
解
い
た
だ
き
、
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
５

　

役
場
企
画
財
政
課
広
報
統
計
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列
遺
族
の
募
集

　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参

列
を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
か
た
を

募
集
し
ま
す
。

○
期
日
＝
８
月
15
日
（
木
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

ま
す
。

○
場
所
＝
日
本
武
道
館

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

○
対
象
者

　

・
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
内
の
遺
族

　

・
一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者

お
よ
び
三
親
等
内
の
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い

か
た
を
優
先
し
ま
す
。

※　
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
の
観

点
か
ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に

つ
い
て
も
募
集
し
ま
す
。

○
申
込
期
間

　

５
月
７
日（
火
）～
５
月
31
日（
金
）

○
募
集
人
員
＝
65
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

考
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
福
祉
事
務
所
老
人
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

県
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
３
０

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講
習

　

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・
失
効

講
習
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
程
＝
５
月
11
日
（
土
）

○
場
所
・
時
間

　

・
長
島
会
場

　
　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
３
階

　

大
会
議
室

　
　

受
付　

午
前
10
時
～
10
時
20
分

　
　

講
習　

午
前
10
時
30
分
～

　

※
長
島
会
場
は
更
新
の
み

　

・
出
水
会
場

　
　

出
水
市
中
央
公
民
館
学
習
室

　

１
・
２

　
　

受
付　

午
後
２
時
～
２
時
20
分

　
　

講
習　

午
後
２
時
30
分
～

○
対
象

　

有
効
期
限
が
１
年
２
カ
月
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
お
よ
び
失
効
し

た
免
許
証

○
当
日
持
参

　

①
操
縦
免
許
証
②
認
印
③
料
金

　

④
住
民
票（
本
籍
記
載
の
も
の
）

　

※
住
所
記
載
の
無
い
免
状
の
場

　

合
ま
た
は
記
載
事
項
に
変
更
が

　

あ
る
場
合

○
料
金
・
講
習
時
間

　

・
更
新
＝
９
０
０
０
円

　
　
（
１
時
間
）

　

・
失
効
＝
１
５
０
０
０
円

　
　
（
２
時
間
20
分
）

※
送
料
・
写
真
代
を
含
み
ま
す
。

※
写
真
は
当
日
撮
影
し
ま
す
。

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
視
力
検
査
も
実
施
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
８
１
）
７
７
５
３

障
が
い
者
な
ど
の
自
動
車
税
の
減
免

　

県
で
は
、
体
の
不
自
由
な
か
た

な
ど
が
使
用
さ
れ
る
自
動
車
に
つ

い
て
、
自
動
車
税
と
自
動
車
取
得

税
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

を
受
け
て
い
る
か
た
で
、
対
象
と

な
る
障
害
の
範
囲
に
該
当
す
れ

ば
、
減
免
と
な
り
ま
す
。

　

減
免
上
限
額
を
超
え
る
差
額
に

つ
い
て
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

春
の
地
域
安
全
運
動

　

県
、
県
警
察
な
ど
の
関
係
機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
県
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
会
議
で
は
、
犯
罪
の
な
い
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
5
月
11
日
（
土
）
か

ら
20
日
（
月
）
ま
で
の
期
間
、
春

の
地
域
安
全
運
動
を
展
開
し
ま

す
。

　

地
域
で
「
あ
い
さ
つ
、声
掛
け
」

を
実
践
し
て
、
犯
罪
の
起
き
に
く

い
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
く
ら
し
共
生
協
働
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
１

　平成 24 年度から施行された「長島町浄化槽事業に関する条例」により、町が管理している浄
化槽のうち設置後 10 年を経過したものを個人などへ無償譲渡します。
　譲渡後は、個人の管理になり、浄化槽の補修点検や清掃、水質検査は、個人で専門業者へ依頼
していただくことになります。
　平成 31 年度から無償譲渡を開始し、対象者には、順次連絡します。合併前に設置した浄化槽
も対象となります。

町が設置した浄化槽が無償譲渡されます

設置後 10 年を経過したもの 平成 32 年度から個人へ無償譲渡されます

設置後 10 年を経過していないもの 平成 33 年度から個人へ無償譲渡されます

譲渡までのイメージ

※平成 23 年度設置分は、平成 33 年度から個人へ無償譲渡

◎問い合わせ先　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］
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↑入隊へむけて、新たな決意を示した長嵜さん（前
列左から２番目）と新田さん（同３番目）

↑さまざまな店舗が軒を連ねる蔵之元港会場

↑交通安全を願い、地域住民とともに渡り初め

↑受賞を受けた上窪館長（前列右から２番目）

↑表彰を受ける生徒代表

↑多くの来場者でにぎわう長島町ブース

北薩摩の地域振興褒章

尻自治公民館が受賞田
　３月 13 日、県北薩地域振興局で「北薩摩の地
域振興褒章」の表彰式が開催され、田尻自治公民
館（上窪正志館長）が表彰を受けました。
　同公民館では「農地を守り、自然を守り、潤い
満ちた集落形成」を目指し、担い手への農地集積
やさまざまな集落行事を企画し、活力ある地域づ
くりに貢献した功績が認められ、今回の受賞とな
りました。

体力アップ！チャレンジかごしま

巣中が学校賞を受賞鷹
　県教育委員会の体力向上推進事業「体力アッ
プ！チャレンジかごしま」で、鷹巣中学校の取り
組みが積極的な学校へ贈られる学校賞を受賞し、
３月 11 日に受賞式が町総合町民体育館で行われ
ました。
　この事業は、生徒の運動習慣の育成や体力向上
を図るために県教育委員会が実施しているもの
で、長縄跳びを使った種目などに学級単位で競い
合うものです。
　鷹巣中学校は昨年に引き続き２年連続の受賞と
いう快挙を成し遂げました。

関西かごしまファンデー

県
　３月３日、大阪市で第 15 回関西かごしまファ
ンデーが開催され、本町からも川添町長や職員ら
が出展し、約 35,000 人の県内出身者らでにぎわ
いました。
　会場となる京セラドームでの開催は今回が最後と
なることから、県内各市町村の出展業者は特に気合
いの入った様子で、場内は終日熱気に包まれました。
本町ブースでは、人気の焼酎や赤巻、ツノンボ（あ
くまき）など約 60 種の特産品を関西ながしま会

（金磯清隆会長）の会員と一緒に販売。イベント
終了の約１時間前には完売する盛況ぶりをみせま
した。
　金磯会長は「今回も出身者のほか、多くの関西
圏内の人たちに地元長島を PR できた」と喜んだ
様子でした。

内出身者らでにぎわう

自衛隊入隊者壮行会

たな決意を胸に新
　３月 12 日、平成 30 年度自衛隊入隊者壮行会
が役場であり、自衛隊関係者や町自衛隊家族らが
新入隊者を激励しました。
　本年度の入隊者は、長嵜啓志郎さん（蔵之元）、
新田航太郎さん（母良木）、川端渓心さん（三船）
の３人で、長嵜さんと新田さんが会に出席しました。
　会では、川添町長や自衛隊関係者から激励のこ
とばが贈られた後、新入隊者が抱負を述べ、新田
さんは「４月からは一社会人として、立派な自衛
官になれるように頑張ります」と気を引き締めま
した。

山中集落交差点信号機点灯式

望の更新、交通安全願う待
　山中集落の交差点の信号機が１灯式（赤と黄）
から定周期（３色）に更新され、３月 13 日、信
号機の点灯式がありました。
　この交差点は交通量が多く、見通しも悪かった
ため、信号機の更新とともに道路や石積みの改良
も併せて行われました。川添町長は「待望の更新。
子どもたちの交通安全のためにも非常にありがた
い」とあいさつしました。
　12 時の合図で、川添町長が電源を入れると、
信号機の本格運用が開始されました。歩行者用信
号機が青になると、地域住民とともに渡り初めが
行われました。

キビルフェス 2019

会場で 80店舗が出店両
　　3 月 17 日、蔵之元港と熊本県牛深港の両会
場を楽しめるイベント「キビルフェス 2019」が
開催されました。
　今回で５回目となった同イベントは、天候に恵
まれ、両会場で 80 店舗ほどの出店があり、大い
に賑わいました。野田郷島津太鼓がオープニング
を飾り、天草市のご当地アイドルなどのステージ
なども会場に花を添えました。
　家族連れの参加者は「長島会場は海の間近で、
食事や音楽を楽しめる。来年も行きたい」と笑顔
で話しました。
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↑車両の贈呈を受ける中納会長（写真右）

↑出席者全員で記念撮影

↑目がしらを押さえる姿もあった、学び舎での最後の合唱（川
床中学校）

↑Ｎ高等学校を卒業した白鳥さん

↑一人ひとりのプレーにアドバイスが送られた練習の様子

↑会場が湧いた感動ミュージカル

福祉車両贈呈式

広く貢献することに期待幅
　日本財団車両助成金事業で町社会福祉協議会が
取得した車両の贈呈式が、３月 18 日、町保健福
祉センターで開かれました。
　式では、中納武徳会長が「高齢化が進行してい
る本町にとって、有難い。福祉の充実した町づく
りに努めたい」とあいさつしました。
　車両は車いすに高齢者を乗せた状態で乗車でき
るリフト式で、福祉活動に幅広く貢献することが
期待されます。

第 12回関西ながしま会

るさとを懐かしむふ
　本町出身者で組織される「第 12 回関西ながし
ま会交流会」が３月 17 日、大阪市の太閤園で開
催されました。
　今回は、20 代から最高年齢 93 歳までの幅広い
世代の町出身者 176 人が出席し、島美人や島娘
を酌み交しながら、お互いの近況報告やふるさと
の思い出話に花を咲かせました。
　会員による舞踊とカラオケや恒例の町特産品が当
たる抽選会もあり、会場は盛り上がりを見せました。
　最後は出席者一同の総踊りが行われ、会場の雰
囲気が最高潮に達したとともに、来年の再会を楽
しみに閉幕しました。

町内の小中学校で卒業式

次
　町内の中学校で３月 13 日、小学校で 22 日、
卒業式が行われました。今年卒業した中学生 102
人、小学生 71 人は、保護者や教職員、地域住民
などに見守られ、学び舎から旅立ちました。
　川床中学校（脇田武志校長・53 人）では、男子
15 人、女子５人が卒業。脇田校長が卒業生一人
ひとりに卒業証書を手渡し、「『陰

いんとく

徳あれば陽
ようほう

報あ
り』。努力を重ねて、人間的な成長につなげてほ
しい」とはなむけの言葉を贈りました。卒業生代
表の中村聖

せ か い

海さんは「中学校生活はかけがえのな
い思い出。支えてくれた全ての人の誇りになれる
ように頑張ります」と別れのあいさつをしました。
　最後の合唱では、涙を流して歌う卒業生の姿に
下級生も顔をゆがめ、別れを惜しんでいました。

の舞台でも努力を続けて

本町から” ネットの高校” 卒業生

域活性化に貢献で特別表彰地
　長島大陸Ｎセンターでタブレットを使って高校
の授業を受けていた白鳥優季さん（川床中）が３
月 20 日、Ｎ高等学校を卒業しました。
　Ｎ高等学校は学校法人角川ドワンゴ学園が運営
する通信制の高校で、ネット環境があれば、どこ
でも授業が受けることが可能で、高校卒業の資格
が得られる学校です。
　同日、東京都江東区の TFT ホールで開かれた
卒業式で、白鳥さんは、東京都から本町に移住
し、１次産業で地域活性化に貢献したことが認め
られ、卒業生 1593 人の中から８人が選ばれる特
別表彰を受けました。

劇団四季ミュージカル

気がテーマの舞台に魅了勇
　３月 21 日、町文化ホールで劇団四季によるファ
ミリーミュージカル「王様の耳はロバの耳」が上
演されました。
　本公演では、王様の秘密を知ってしまった床屋
が、一度はわがままな王様のいいなりになってし
まうものの、森の精や観客の歌に励まされ「勇気」
をもって立ち向かうストーリーとなっており、親
子連れを中心とする観客は魅了されていました。
迫力のあるダンスシーンや力強く伸びやかな歌声
に館内は大いに沸き、観客は満足した様子で終演
を迎えていました。

実業団選手による卓球教室

ップ選手の指導に満足ト
　３月 23 日、B&G 海洋センターの体育館で、卓
球教室が開催されました。
　講師には、旧片側小学校、獅子島小学校で教べ
んを執り、「かたそばスポーツ少年団」を全国大
会に導いた豊重勝徳氏と息子で県内実業団チーム
の「伊達病院」の主力メンバー裕基氏、宏基氏の
３人が招待されました。
　この日は、トップクラスの選手の技を学ぼうと、
町内の児童、生徒ら 32 人が参加。フォアハンド
やバックハンドなどの基本練習のほか、試合を想
定した実践形式の練習を行いました。
　平尾中学校２年生の岩下蓮さんは「普段使わな
い技術を知ることができて、勉強になった。」と
充実した様子でした。
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▽
取
材
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
、

た
く
さ
ん
の
か
た
の
「
別
れ
と

出
会
い
」
の
場
面
に
立
ち
会
い

ま
し
た
。
中
に
は
、
涙
を
誘
う

く
ら
い
寂
し
い
別
れ
の
光
景
も

あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
す
ぐ

に
、
晴
れ
や
か
な
表
情
を
見
せ

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
今

回
、
旅
立
っ
て
い
っ
た
か
た
が

た
が
、
次
の
舞
台
で
も
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
を
応
援
し
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
故
郷
長
島
を

思
い
出
し
、
元
気
を
も
ら
い
に

帰
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
▽
新

生
活
を
迎
え
た
か
た
は
、
と
ま

ど
い
な
が
ら
も
、
や
る
気
に
あ

ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
で
新

し
い
風
を
送
り
込
ん
で
い
ま

す
。
▽
「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
幕
し
、
町
内
で
は

き
れ
い
な
花
ば
な
が
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。
新
年
度
を
迎
え
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
に
彩
り

を
添
え
る
「
花
フ
ェ
ス
タ
」
に

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　

    （
田
上
徹
）

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成 31年３月 31日現在
(　) 内は前月比

人口 10,436 (- 5 8)
男性   5,067 (- 1 5)
女性 5,369 (- 4 3)
世帯   4,483 (- ３)

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

3031





月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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即位の日

○鷹巣診療所 86-0054
○林胃腸科外科 73-3639
○門松医院 64-6100
○わかすぎ皮フ科クリニック64-1313
○平田整形外科クリニック 62-8801
○吉田耳鼻咽喉科医院 62-0170
○福永内科循環器科 62-8200
○楠元内科医院 62-8600
○友愛クリニック 64-2101
○児島歯科医院 86-1266
□長島調剤薬局 64-5555
□阿久根薬局 72-1017

国民の休日

○平尾診療所 88-2595
○有村産婦人科・内科 73-4180
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○野田診療所 84-2023
○来仙医院 84-2005
○友愛クリニック 64-2101
○高尾野診療所 82-0017
○児島歯科医院 86-1266
○市川医院 63-3151
□さかえまち薬局 72-0978
□会営薬局 64-8280

憲法記念日

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○有村産婦人科・内科 73-4180
○広瀬産婦人科医院 62-1559
○こどもクリニック永松 64-1500
○水野歯科医院 82-0064
□長島調剤薬局 64-5555
□さかえまち薬局 72-0978

みどりの日

○長島クリニック88-6405
○上園医院 73-1055
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○水野歯科医院 82-0064
□しおかぜ薬局 88-6011
□本町薬局 73-3233
□タカラ調剤薬局 62-8813
□そうごう薬局 64-8161

こどもの日

○鷹巣診療所 86-0054
○内山病院 73-1551
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○丸山歯科医院 68-1911
□長島調剤薬局 64-5555
□本町薬局 73-3233
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856

振替休日

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○鶴見医院 73-0553
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○丸山歯科医院 68-1911
□会営薬局阿久根店 72-5060
□メープル薬局 62-9292

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○しみずこども医院 68-0633
○出水眼科 62-8350
○境田医院 67-2600
○おてき歯科医院 63-0393
□長島調剤薬局 64-5555
□すくすく薬局 72-5010
□クレモア薬局 63-5401
□エンジェル薬局 65-7637
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○いまむらクリニック 73-1700
○キッズクリニック 63-7707
○福永内科循環器科 62-8200
○中島歯科医院 82-0020
□しおかぜ薬局 88-6011
□市民調剤薬局 68-0150
□かりん薬局 64-1400
□さくら薬局 63-7700
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳がん・子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎乳がん・子宮頸がん検診 ◎乳がん・子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳がん・子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎乳がん・子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
○門松医院 64-6100
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○二宮医院 62-0167
○こじま歯科医院 63-4618
□長島調剤薬局 64-5555
□ゆうゆう薬局 73-2907
□こがね薬局 64-1132
◇二宮医院 62-0167

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」ことを趣旨として
います。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」こ
とを趣旨としています。
●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝
する」ことを趣旨としています。
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